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問　

合
併
後
大
き
な
人
口
減

少
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
現
実

が
あ
る
。
合
併
10
年
の
総
括

と
将
来
展
望
は

答　

そ
れ
ぞ
れ
の
魅
力
を
合

わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
経
済
状

況
は
確
実
に
良
く
な
り
人
口

減
少
の
緩
和
に
つ
な
が
っ
て

い
る
。
過
疎
の
度
合
い
が
大

き
い
所
に
人
口
減
少
が
き
て

い
る
。
合
併
前
か
ら
抱
え
て

い
た
人
口
減
少
の
圧
力
に
な

る
要
因
に
対
し
10
年
間
で
効

果
的
な
対
策
が
打
て
な
か
っ

た
こ
と
は
事
実
。
そ
の
反
省

か
ら
地
方
創
生
総
合
戦
略
を

策
定
、
実
施
し
、
強
い
決
意

を
持
っ
て
努
力
し
て
い
く
。

地
域
特
性
に
応
じ
た
対
応
が

不
可
欠
で
、
新
年
度
に
各
振

興
局
で
独
自
の
施
策
を
強
力

に
打
ち
出
し
て
い
け
れ
ば
と

考
え
て
い
る
。

問　

自
主
財
源
の
割
合
が

32
・
5
％
、
大
変
脆
弱
な
財

政
構
造
と
表
現
さ
れ
て
い
る

が
、
ど
こ
に
向
け
て
発
信
さ

れ
て
い
る
の
か　

答　

市
職
員
、
議
会
、
市
民

の
皆
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
し
て
伝
え
て
い
る
。
依
存

財
源
の
普
通
交
付
税
は
合
併

算
定
替
え
の
縮
減
等
に
よ
り
、

今
後
も
減
少
し
て
い
く
こ
と

か
ら
、
自
主
財
源
確
保
に
向

け
た
取
組
み
で
持
続
可
能
な

財
政
構
造
を
構
築
し
た
い
。

問　

人
口
減
少
対
策
の
具
体

的
な
事
業
の
展
開
は

答　

自
然
増
対
策
と
し
て
特

に
結
婚
対
策
は
、
は
ー
と

ピ
ー
事
業
を
年
20
回
に
増
や

し
出
会
い
の
場
の
拡
大
を
図

る
。
民
間
団
体
の

婚
活
イ
ベ
ン
ト
の

公
募
、
事
業
所
同

士
で
の
婚
活
イ
ベ

ン
ト
等
、
即
効
性

の
あ
る
も
の
を
積

極
的
に
取
り
組
ん

で
い
く
。
社
会
増

対
策
は
、
移
住
・

定
住
促
進
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略

事
業
と
、
移
住
・

定
住
促
進
事
業
の

2
つ
を
柱
に
展
開

し
た
い
。

将
来
へ
の
展
望

と
よ
お
か
市
民
ク
ラ
ブ
　
　
福
田
　
嗣
久
　
議
員

中
貝
市
政
の
今
期
の

目
標
達
成
度
と
新
年
度
予
算
は

か
が
や
き
　
　
　
　
　
　
　
升
田
　
勝
義
　
議
員

問　

中
貝
市
長
の
今
期
の
政

策
目
標
を
改
め
て
問
う

答　

災
害
・
地
域
経
済
の
衰

退
・
財
政
悪
化
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
崩
壊
の
4
つ
の
危
機
に

立
ち
向
か
い
、
命
へ
の
共
感
、

歩
い
て
暮
ら
す
ま
ち
づ
く
り

を
根
底
に
、
小
さ
な
世
界
都

市
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
。

問　

政
策
目
標
の
達
成
感
は

ど
う
か

答　

豊
岡
市
の
か
ば
ん
出
荷

額
は
5
年
ぶ
り
に
1
0
0
億

円
台
に
回
復
、
外
国
人
宿
泊

者
数
も
昨
年
3
万
4
千
人
余

り
で
前
年
比
2
・
25
倍
。
コ

ウ
ノ
ト
リ
米
も
高
い
評
価
を

得
て
輸
出
も
始
ま
っ
た
。

　

永
楽
館
歌
舞
伎
も
圧
倒
的

人
気
と
な
り
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
も
全
て
の
公
民
館
単

位
で
モ
デ
ル
地
区
が
ス
タ
ー

ト
し
た
。

　

財
政
の
危
機
は
、
な
お
危

機
の
中
に
あ
る
が
、
当
初
見

込
み
に
比
べ
る
と
和
ら
い
で

き
た
。

　

災
害
の
危
機

は
、
自
主
防
災

の
組
織
率
等
が

着
実
に
上
が
っ

て
一
定
の
成
果

を
上
げ
て
き

た
。

問　

今
期
の
最

終
年
に
残
っ
た

課
題
や
反
省
点

を
克
服
で
き
る

予
算
編
成
が
で

き
た
か

答　

基
本
的
に
人
口
減
少
適

応
策
は
や
っ
て
き
た
が
、
10

年
早
く
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
れ
ば
他
の
手
の
打
ち
よ
う

も
あ
っ
た
と
反
省
し
て
い
る
。

　

今
回
の
予
算
が
克
服
で
き

る
予
算
と
は
言
わ
な
い
が
、

克
服
に
意
欲
を
込
め
た
予
算

と
な
っ
た
。

問　

こ
の
教
育
の
目
標
は

答　

豊
岡
の
人
・
物
・
事
に

学
び
、
ふ
る
さ
と
を
自
分
の

言
葉
で
語
り
、
誇
れ
る
力
を

身
に
つ
け
た
子
ど
も
の
育
成

を
目
指
す
。

問　

具
体
的
内
容
と
成
果
は

答　

コ
ウ
ノ
ト
リ
・
ジ
オ
パ

ー
ク
・
産
業
・
文
化
を
学
び
、

豊
岡
の
一
員
と
し
て
の
役
割

を
果
た
す
子
ど
も
、
豊
岡
を

離
れ
て
も
ふ
る
さ
と
の
魅
力

を
再
認
識
し
戻
っ
て
く
る
子

を
育
て
る
こ
と
に
つ
な
が
る

も
の
と
考
え
る
。

豊
岡
市
が
目
指
す

ふ
る
さ
と
教
育

合
併
10
年
経
過
の
総
括

新
年
度
予
算
と
財
政

代 表 質 問

少し賑わいを見せ始めたカバンストリート

安産、子授けを祈願。春の鬼子母神祭

地
方
創
生
、
人
口
減
少
対
策
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代 表 質 問

市
民
が
く
ら
し
や
す
い
街
こ
そ

地
方
創
生
の
目
標

日
本
共
産
党
・
あ
お
ぞ
ら
　

豊
岡
市
会
議
員
団
　
　
　
　 

村
岡
　
峰
男
　
議
員

問　

地
方
創
生
の
課
題
だ
と
、

小
さ
な
世
界
都
市
へ
の
挑
戦

で
欧
州
を
中
心
と
し
た
観
光

客
増
加
や
保
育
園
児
か
ら
の

英
語
学
習
な
ど
が
進
ん
で
い

る
が
、
市
民
の
暮
ら
し
へ
の

支
援
は
消
極
的
す
ぎ
な
い
か
、

子
ど
も
の
医
療
費
は
改
善
さ

れ
た
が
、
県
下
他
都
市
と
の

格
差
は
残
さ
れ
た
ま
ま
だ
が

ど
う
か

答　

小
さ
な
世
界
都
市
へ
の

挑
戦
と
足
元
の
政
治
の
両
立

が
い
る
と
の
指
摘
は
当
然
の

こ
と
だ
。
今
、
市
民
の
足
元

が
脅
か
さ
れ
て
い
る
。
危
機

に
あ
る
。
そ
の
原
因
を
取
り

除
く
対
応
が
小
さ
な
世
界
都

市
と
い
う
こ
と
だ
。
医
療
保

険
制
度
は
、
相
互
扶
助
だ
。

一
部
の
年
齢
層
を
無
料
化
す

る
こ
と
は
不
適
切
だ
。

問　

鞄
の
出
荷
額
が
日
本
一

と
な
っ
た
が
、
一
方
で
従
業

員
不
足
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

13
社
で
2
4
0
人
の
雇
用
予

定
と
聞
く
が
正
規
雇
用
か
、

不
足
の
要
因
は
何
か
、
市
の

打
開
策
は
何
か

答　

業
界
に
お
け
る
求
人
に

対
し
て
求
職
者
が
足
り
て
い

な
い
。
2
月
に
梅
田
で
U
・

I
・
J
タ
ー
ン
の
企
業
研
究

会
を
開
催
し
た
。
鞄
の
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
や
ア
ル

チ
ザ
ン
ス
ク
ー
ル
へ
の
支
援

等
を
実
施
し
て
い
る
。
雇
用

は
年
間
約
60
人
で
、
正
規
30

人
、
非
正
規
30
人
程
度
と
聞

く
。

問　

シ
カ
の
駆
除

が
目
標
を
超
え
そ

う
だ
。
駆
除
し
、

補
助
金
を
申
請
す

る
の
に
、
今
年
か

ら
前
歯
2
本
と
駆

除
し
た
鹿
と
狩
猟

者
が
一
緒
に
写
っ

た
写
真
の
添
付
が

必
要
と
な
っ
た
理

由
を
問
う

答　

平
成
26
年
に

県
内
で
不
正
が
発

覚
し
、
県
の
事
務

処
理
要
領
が
改
正
さ
れ
た
。

問　

ワ
ナ
で
捕
獲
す
る
狩
猟

者
は
、
自
動
シ
ャ
ッ
タ
ー
で

写
す
こ
と
に
な
り
、
憤
慨
し

て
い
る
。
写
真
の
右
に
頭
と

決
め
れ
ば
不
正
は
で
き
な
い
。

猟
友
会
の
高
齢
化
も
進
ん
で

お
り
、
新
た
な
困
難
を
押
し

付
け
る
べ
き
で
は
な
い
が
ど

う
か

答　

不
正
が
あ
っ
た
以
上
、

適
正
執
行
が
基
本
だ
。

28
年
度
へ
勇
躍
ス
タ
ー
ト
！ 

公
明
党
豊
岡
市
議
団
　
　
　
広
川
　
善
徳
　
議
員

問　

本
市
の
経
済
状
況
を
ど

う
捉
え
て
い
る
か

答　

実
質
G
D
P
は
平
成
21

年
度
か
ら
25
年
度
で
2
・
3

％
の
伸
び
を
示
し
て
い
る
。

年
度
間
で
は
3
％
か
ら
マ
イ

ナ
ス
2
％
の
間
で
増
減
し
て

い
る
。
景
気
は
ほ
ぼ
横
ば
い

状
態
で
推
移
し
て
い
る
。

問　

日
銀
の
マ
イ
ナ
ス
金
利

政
策
は
、
本
市
に
ど
う
反
映

す
る
と
考
え
ら
れ
る
か

答　

金
融
機
関
に
大
き
な
影

響
が
あ
る
と
考
え
る
。
融
資

の
増
加
が
域
内
を
循
環
し
、

業
況
は
上
向
く
可
能
性
が
あ

る
と
い
う
認
識
だ
。

問　

2
0
2
0
年
に
外
国
人

観
光
客
受
け
入
れ
を
昨
年
の

約
3
倍
の
10
万
人
達
成
目
標

だ
が
、
物
理
的
に
可
能
か

答　

受
け
入
れ
は
ま
だ
ま
だ

余
裕
が
あ
る
。

問　
「
認
知
症
あ
ん
し
ん
大

作
戦
」
の
詳
細
を
聞
く

認
知
症
あ
ん
し
ん
大
作
戦

答　

二
つ
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
掲

げ
て
い
る
。
ま

ず
、
認
知
症
予

防
の
で
き
る
ま

ち
。
次
に
、
認

知
症
に
な
っ
て

も
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
だ
。

今
年
度
、
認
知

症
見
守
り
模
擬

訓
練
を
実
施
す

る
。

問　

該
当
の
方

に
杖
と
か
靴
な
ど
に
貼
る

バ
ー
コ
ー
ド
シ
ー
ル
を
作
る

計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か答　

27
年
度
事
業
で
計
画
し

て
お
り
、
3
月
末
に
は
し
っ

か
り
し
た
も
の
を
作
っ
て
い

き
た
い
。

問　

群
馬
県
高
崎
市
で
の

G
P
S
を
使
っ
た
高
齢
者
あ

ん
し
ん
見
守
り
シ
ス
テ
ム
の

取
組
み
報
道
が
あ
っ
た
。
本

市
も
こ
う
い
う
取
組
み
が
必

要
と
思
う
が
ど
う
か

答　

今
後
検
討
し
た
い
。

問　

中
学
生
が
地
域
の
一
員

と
し
て
防
災
訓
練
に
参
加
で

き
る
体
制
の
取
組
み
と
は

答　

中
学
生
が
役
割
を
も
っ

て
参
加
す
る
こ
と
が
大
事
で

あ
り
、
校
園
長
会
で
訓
練
日

は
P
T
A
行
事
の
日
程
調
整

や
、
部
活
動
を
中
止
す
る
よ

う
指
示
を
し
た
。

中
学
生
の
防
災
訓
練
参
加

駆除したシカとのツーショットはいただけない

防災訓練で子どもたちもバケツリレー


